
Ⅱ．2018 年日本透析医学会統計調査報告書　調査結果と考察

第 1 章　2018 年慢性透析療法の現況

1．施設動態
₂₀₁₈ 年の調査は，全国 ₄,₄₅₈ 施設を対象に実施された．施設調査票は ₄,₄₀₂ 施設から回答が得られ，回答率は

₉₈.₇％と例年と変わらない数字であった．施設調査票の回答施設数は ₂₀₁₅ 年にいったん減少したが，₂₀₁₆ 年からは
再度増加に転じ，₂₀₁₈ 年は ₂₀₁₇ 年と比較し ₄₂ 施設増，₁.₀％増であった（表 1）．患者調査票は ₄,₂₂₂ 施設から回答
が得られ，回答率は ₉₄.₇％であった．患者調査票の回答率は ₂₀₁₅ 年調査以降，₉₆％前後から ₉₅％前後に低下した．
この低下に，₂₀₁₅ 年に行った匿名化強化と紙媒体調査の廃止が影響した可能性がある．ただその後は ₉₅％前後を維
持している．対象施設の透析コンソールは ₁₃₉,₈₈₇ 台，同時透析可能人数は ₁₃₈,₁₅₅ 人，最大収容能力は ₄₅₈,₅₉₇ 人
であり，それぞれ ₂₀₁₇ 年末と比較して，₁.₉％，₁.₉％，₁.₇％の増加であった（表 1）．透析コンソール台数は，年々
増加している（補足表 1）．
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表　1　わが国の慢性透析療法の要約，2018
調査対象施設数   ₄,₄₅₈ 施設 （₄₅ 施設増　₁.₀％増）

回収施設数   ₄,₄₀₂ 施設 （₄₂ 施設増　₁.₀％増）

設備 透析コンソール台数 ₁₃₉,₈₈₇ 台 （₂,₆₃₉ 台増　₁.₉％増）

能力
同時透析能力 ₁₃₈,₁₅₅ 人 （₂,₅₁₉ 人増　₁.₉％増）

最大収容能力 ₄₅₈,₅₉₇ 人 （₇,₇₅₉ 人増　₁.₇％増）

慢性透析患者 ₃₃₉,₈₄₁ 人 （₅,₃₃₆ 人増　₁.₆％増）

※ 慢性透析患者の総数は，施設調査票　患者総数欄の合計であり，患者調査票より算出した透
析歴別患者数の合計とは必ずしも一致しない．

人口 ₁₀₀ 万対比 ₂,₆₈₇.₇ 人 （₄₇.₇ 人増）

治療方法 通院 入院 合計

血液透析等

血液透析（HD） ₁₇₇,₇₁₈（₅₇.₆％） ₂₄,₇₀₄ （₇₉.₄％）  ₂₀₂,₄₂₂ （₅₉.₆％︶
血液透析濾過（HDF） ₁₁₉,₉₅₉（₃₈.₉％） ₅,₈₃₄ （₁₈.₈％）  ₁₂₅,₇₉₃ （₃₇.₀％︶
血液濾過（HF） ₁₁  （₀.₀％） ₃  （₀.₀％）  ₁₄ （₀.₀％）
血液吸着透析 ₁,₄₀₁  （₀.₅％） ₄₆  （₀.₁％）  ₁,₄₄₇ （₀.₄％）
在宅血液透析 ₇₀₃  （₀.₂％） ₁₇  （₀.₁％）  ₇₂₀ （₀.₂％）

腹膜透析等

腹膜透析（PD） ₇,₁₄₀  （₂.₃％） ₄₄₂  （₁.₄％）  ₇,₅₈₂ （₂.₂％）
PD＋週 ₁ 回 HD（F）等との併用 ₁,₅₈₃  （₀.₅％） ₃₈  （₀.₁％）  ₁,₆₂₁ （₀.₅％）
PD＋週 ₂ 回 HD（F）等との併用 ₁₃₆  （₀.₀％） ₆  （₀.₀％）  ₁₄₂ （₀.₀％）
PD＋週 ₃ 回 HD（F）等との併用 ₂₆  （₀.₀％） ₄  （₀.₀％）  ₃₀ （₀.₀％）
上記以外の併用 ₆₈  （₀.₀％） ₂  （₀.₀％）  ₇₀ （₀.₀％）

　小計 ₈,₉₅₃  （₂.₉％） ₄₉₂  （₁.₆％）  ₉,₄₄₅ （₂.₈％）

₂₀₁₈ 年末透析患者総数 ₃₀₈,₇₄₅（₁₀₀.₀％） ₃₁,₀₉₆（₁₀₀.₀％） ₃₃₉,₈₄₁（₁₀₀.₀％）

₂₀₁₈ 年末透析患者のうち，夜間透析患者数 ₃₁,₅₄₄ 人 （₃₇₂ 人減）

₂₀₁₈ 年
新規導入患者数

HD（F）等で新規導入 ₃₈,₁₇₅ 人

PD で新規導入 ₂,₂₉₃ 人

 合計 ₄₀,₄₆₈ 人 （₄₉₁ 人減　₁.₂％減）

₂₀₁₈ 年　透析患者死亡数 ₃₃,₈₆₃ 人 （₁,₃₃₁ 人増　₄.₁％増）

 （施設調査による集計）



2．患者動態
施設調査票に基づく ₂₀₁₈ 年末の慢性透析療法を受けている患者総数は ₃₃₉,₈₄₁ 人であった．これは透析治療を受

ける慢性腎臓病患者の有病数（prevalence）を表している．透析患者数は年々増加傾向であったが，近年患者数の
伸びが鈍化している．₂₀₁₈ 年は前年比 ₅,₃₃₆ 人増であった（図 1，補足表 1）．₂₀₁₂ 年に中井ら ₇）により行われた透
析患者数の将来予測では，₂₀₂₁ 年の約 ₃₄ 万 ₉ 千人をピークに患者数が減少すると予測されている．人口 ₁₀₀ 万人
あたりの透析患者数は有病率（prevalence rate）を示す（図 1，補足表 1）．この有病率は年々増加傾向であり，
₂₀₁₈ 年は人口 ₁₀₀ 万人あたり ₂,₆₈₇.₇ 人で，国民 ₃₇₂.₁ 人に ₁ 人が透析患者であることになる．₂₀₁₈ 年の米国腎臓
データシステム（United State Renal Data System： USRDS）によれば，日本の透析患者の有病率は台湾に次いで
世界 ₂ 位である ₈）．
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図 1　慢性透析患者数（1₉₆8-2018）と有病率（人口 100 万対比，1₉8₃-2018）の推移
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新規透析導入患者数は透析療法を受ける慢性腎臓病患者の罹病数（incidence）を表している．この数は ₂₀₀₈ 年
までは毎年増加していたが，₂₀₀₉ 年は前年よりも減少した．それ以後は増減を繰り返しているが，長い目でみると
増加傾向にある．₂₀₁₈ 年は ₄₀,₄₆₈ 人で，₂₀₁₇ 年より ₄₉₁ 人減（₁.₂％減）であった（図 2，補足表 2）．このうち HD（F）
等での導入は ₉₄.₃％，PD での導入は ₅.₇％であった（表 1）．一方，各年の死亡患者数も年々増加傾向である．₂₀₁₂
年から₂₀₁₄年までは一旦ほぼ横ばいとなったが，₂₀₁₅年以降再び増加傾向となった．₂₀₁₈年の死亡患者数は₃₃,₈₆₃
人で，前年と比べ ₁,₃₃₁ 人増（₄.₁％増）であった（図 2，補足表 2）．一般的に，前年度の患者数に導入患者を加え，
死亡患者を差し引いた数が当該年度の患者数と考えられる．しかし，移植による透析離脱患者が含まれないことや，
導入患者数を過大評価したり死亡患者数を過小評価したりしている可能性があり，計算上の患者数と実際の患者数
は一致しない．

都道府県別の透析患者数を表 2 に示す．表中の都道府県集計は，患者居住地ではなく施設所在地による集計であ
るため，厳密に都道府県別の患者動態を反映していないことに注意が必要である．有病率（人口 ₁₀₀ 万人あたりの
透析患者数）は，地域によりかなり異なる．これらの地域差には非常に多くの因子が複雑に交絡しているため，都
道府県の比較は慎重に行われなければならない．
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図 2　導入患者数および死亡患者数の推移，1₉8₃-2018
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₃．透析治療形態
₂₀₁₈ 年の透析治療方法の全体に占める各透析治療形態の割合は，血液透析（hemodialysis： HD）は ₅₉.₆％，血液

透析濾過（hemodiafiltration： HDF）は ₃₇.₀％，血液濾過（hemofiltration： HF）は ₀.₀₀₄％，血液吸着透析は ₀.₄％，
在宅血液透析（home hemodialysis： HHD）は ₀.₂％，腹膜透析（peritoneal dialysis： PD）は ₂.₈％であった（表
1）．₂₀₁₂ 年の診療報酬の改定以降 on-line HDF が急激に増加しており，₂₀₁₈ 年は HDF 全体で ₁₂₅,₇₉₃ 人に達した．
一方，PD 患者数は ₉,₄₄₅ 人と昨年の ₉,₀₉₀ 人から増加し，そのうち ₁₉.₇％が HD（F）との併用療法であった．HHD
の患者数は ₇₂₀ 人で小幅であるが増加傾向である．PD と HHD を足したわが国の在宅透析の合計の比率は ₃.₀％で
あり，これらは先進諸国の中では最も低い部類に入る ₈）．都道府県別の治療形態にもまた地域差を認めたが，医療
事情などさまざまな因子による影響を受けると考えられる（表 2）．

₂₀₁₈ 年の夜間透析患者数は ₃₁,₅₄₄ 人であった（表 1）．夜間透析患者数は ₂₀₁₄ 年調査までは ₄₁,₀₀₀ ～ ₄₂,₀₀₀ 人
で推移してきたが，₂₀₁₅ 年は ₃₃,₃₇₀ 人と急激に減少した．これは ₂₀₁₅ 年調査において，夜間透析患者の定義を「保
険で認められる時間帯（午後 ₅ 時以降開始もしくは午後 ₉ 時以降終了）の透析です．」と追記したことが影響した可
能性がある．₂₀₁₅ 年以降も少しずつ減少しており，₂₀₁₈ 年は ₂₀₁₇ 年に比べて，₃₇₂ 人減少した．
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表　2 　都道府県別の透析患者数および治療形態，2018

都道府県名 調査対象
施設数

施設調査票
回収施設数

血液透析等 腹膜透析等
計 人口 ₁₀₀ 万

あたり患者数血液透析
（HD）

血液透析濾過
（HDF）

血液濾過
（HF）

血液吸着
透析

在宅血液
透析

腹膜透析
（PD）

週 ₁ 回の HD（F）
等との併用

週 ₂ 回の HD（F）
等との併用

週₃回のHD（F）
等との併用

上記以外
の併用

北海道 ₂₆₁ ₂₅₇ ₈,₉₄₀ ₆,₅₂₄ ₀ ₈₅ ₉ ₃₉₇ ₉₀ ₃ ₁ ₁₁ ₁₆,₀₆₀ ₃,₀₃₈.₂ 
青森県 ₄₁ ₄₀ ₁,₃₄₈ ₂,₁₇₇ ₀ ₅ ₃ ₆₉ ₁₂ ₁ ₀ ₀ ₃,₆₁₅ ₂,₈₆₂.₂ 
岩手県 ₄₄ ₄₄ ₂,₆₁₀ ₄₃₂ ₀ ₁₀ ₀ ₈₄ ₁₁ ₀ ₀ ₀ ₃,₁₄₇ ₂,₅₃₅.₉ 
宮城県 ₆₅ ₆₅ ₃,₈₃₃ ₁,₉₆₇ ₀ ₁₃ ₄ ₉₆ ₁₂ ₁ ₁ ₂ ₅,₉₂₉ ₂,₅₆₀.₀ 
秋田県 ₄₂ ₄₂ ₁,₄₀₂ ₇₂₄ ₀ ₂ ₂ ₅₃ ₃ ₀ ₀ ₀ ₂,₁₈₆ ₂,₂₂₈.₃ 
山形県 ₃₆ ₃₅ ₁,₆₆₆ ₉₄₈ ₀ ₅ ₁₂ ₄₄ ₈ ₁ ₂ ₀ ₂,₆₈₆ ₂,₄₆₄.₂ 
福島県 ₇₀ ₆₈ ₂,₅₆₈ ₂,₄₁₇ ₀ ₁₆ ₀ ₇₁ ₃₃ ₁₀ ₄ ₀ ₅,₁₁₉ ₂,₇₄₆.₂ 
茨城県 ₈₆ ₈₆ ₅,₇₇₇ ₂,₃₉₂ ₀ ₄₈ ₁₇ ₆₈ ₁₄ ₁ ₀ ₀ ₈,₃₁₇ ₂,₈₉₀.₉ 
栃木県 ₇₈ ₇₈ ₄,₂₅₀ ₂,₀₅₈ ₀ ₂₂ ₇ ₁₂₁ ₁₈ ₁ ₂ ₁ ₆,₄₈₀ ₃,₃₂₉.₉ 
群馬県 ₆₃ ₆₂ ₄,₀₂₈ ₁,₉₄₂ ₀ ₀ ₁₃ ₅₆ ₁₈ ₁ ₀ ₀ ₆,₀₅₈ ₃,₁₀₃.₅ 
埼玉県 ₁₉₆ ₁₉₁ ₁₀,₀₄₄ ₈,₀₃₇ ₀ ₆₀ ₇₄ ₂₃₉ ₇₆ ₉ ₁ ₁ ₁₈,₅₄₁ ₂,₅₂₉.₅ 
千葉県 ₁₅₆ ₁₅₄ ₉,₃₆₅ ₅,₈₁₇ ₀ ₃₅ ₁₃ ₂₂₈ ₆₁ ₅ ₁ ₀ ₁₅,₅₂₅ ₂,₄₈₂.₀ 
東京都 ₄₄₂ ₄₃₅ ₁₇,₈₃₈ ₁₃,₄₂₂ ₃ ₁₄₀ ₉₅ ₈₉₆ ₂₆₄ ₁₆ ₁ ₇ ₃₂,₆₈₂ ₂,₃₆₄.₅ 

神奈川県 ₂₆₄ ₂₆₄ ₁₄,₁₁₃ ₆,₈₁₈ ₂ ₆₃ ₃₁ ₅₃₉ ₉₃ ₂ ₀ ₃ ₂₁,₆₆₄ ₂,₃₆₀.₇ 
新潟県 ₅₄ ₅₄ ₃,₇₉₄ ₁,₂₂₁ ₁ ₂₀ ₂ ₁₆₁ ₂₆ ₂ ₁ ₁ ₅,₂₂₉ ₂,₃₂₈.₁ 
富山県 ₄₂ ₄₂ ₁,₈₇₅ ₅₈₉ ₀ ₁₄ ₃ ₉₃ ₁₃ ₀ ₂ ₀ ₂,₅₈₉ ₂,₄₆₅.₇ 
石川県 ₄₁ ₄₁ ₁,₈₁₅ ₈₁₃ ₀ ₂₀ ₅ ₅₉ ₆ ₀ ₀ ₀ ₂,₇₁₈ ₂,₃₇₈.₀ 
福井県 ₂₅ ₂₅ ₁,₀₂₆ ₇₁₀ ₀ ₃ ₃ ₇₆ ₂₂ ₅ ₀ ₀ ₁,₈₄₅ ₂,₃₈₃.₇ 
山梨県 ₃₃ ₃₃ ₁,₂₇₂ ₁,₀₂₀ ₀ ₆ ₂ ₂₁ ₁₄ ₀ ₀ ₀ ₂,₃₃₅ ₂,₈₅₈.₀ 
長野県 ₇₃ ₇₂ ₃,₀₆₃ ₂,₀₉₇ ₂ ₁₂ ₁₈ ₈₃ ₁₈ ₃ ₁ ₀ ₅,₂₉₇ ₂,₅₆₇.₆ 
岐阜県 ₇₂ ₇₂ ₃,₄₇₀ ₁,₄₈₆ ₀ ₂₂ ₂₈ ₇₀ ₁₉ ₁ ₀ ₀ ₅,₀₉₆ ₂,₅₅₁.₈ 
静岡県 ₁₂₆ ₁₂₆ ₅,₇₀₇ ₅,₂₅₂ ₁ ₄₄ ₂₁ ₁₀₄ ₂₂ ₆ ₀ ₁ ₁₁,₁₅₈ ₃,₀₄₉.₅ 
愛知県 ₁₉₃ ₁₉₃ ₁₂,₂₂₃ ₅,₇₂₈ ₁ ₈₀ ₄₆ ₆₁₁ ₉₁ ₂ ₀ ₁ ₁₈,₇₈₃ ₂,₄₉₂.₁ 
三重県 ₅₅ ₅₂ ₂,₈₄₉ ₁,₀₁₅ ₀ ₂₂ ₈ ₆₅ ₁₂ ₁ ₀ ₀ ₃,₉₇₂ ₂,₂₁₇.₈ 
滋賀県 ₄₀ ₃₉ ₁,₆₈₂ ₁,₃₇₀ ₀ ₃₃ ₃₅ ₉₇ ₁₈ ₀ ₀ ₀ ₃,₂₃₅ ₂,₂₉₁.₁ 
京都府 ₈₁ ₇₉ ₃,₈₂₂ ₂,₅₀₇ ₀ ₈₀ ₁₁ ₁₃₈ ₇₄ ₈ ₀ ₁ ₆,₆₄₁ ₂,₅₆₃.₁ 
大阪府 ₃₂₆ ₃₂₀ ₁₂,₄₆₅ ₁₀,₈₅₁ ₂ ₁₆₈ ₄₇ ₄₂₈ ₉₇ ₅ ₅ ₂ ₂₄,₀₇₀ ₂,₇₃₁.₂ 
兵庫県 ₂₀₁ ₁₉₉ ₇,₇₈₇ ₆,₂₁₃ ₀ ₁₂₂ ₇₂ ₁₆₇ ₂₆ ₃ ₀ ₀ ₁₄,₃₉₀ ₂,₆₂₄.₀ 
奈良県 ₅₀ ₄₈ ₁,₇₆₂ ₁,₅₀₂ ₀ ₃₀ ₈ ₉₆ ₃₀ ₀ ₀ ₁ ₃,₄₂₉ ₂,₅₆₀.₉ 

和歌山県 ₄₈ ₄₇ ₂,₂₉₉ ₆₁₂ ₀ ₁₁ ₂₇ ₅₈ ₈ ₀ ₀ ₀ ₃,₀₁₅ ₃,₂₂₄.₆ 
鳥取県 ₂₆ ₂₆ ₆₆₈ ₈₁₂ ₀ ₂ ₄ ₅₁ ₉ ₁ ₀ ₁ ₁,₅₄₈ ₂,₇₆₄.₃ 
島根県 ₃₁ ₃₁ ₇₃₀ ₈₇₈ ₀ ₀ ₂ ₅₃ ₁₁ ₁ ₁ ₁ ₁,₆₇₇ ₂,₄₆₆.₂ 
岡山県 ₆₇ ₆₇ ₂,₈₅₆ ₂,₀₈₇ ₀ ₂₇ ₅ ₁₈₀ ₁₄ ₆ ₀ ₁ ₅,₁₇₆ ₂,₇₂₇.₁ 
広島県 ₁₀₀ ₉₈ ₄,₁₂₈ ₃,₀₇₄ ₀ ₃₂ ₂₈ ₂₀₉ ₅₇ ₃₆ ₁ ₂ ₇,₅₆₇ ₂,₆₈₆.₂ 
山口県 ₆₁ ₅₈ ₁,₇₆₀ ₁,₇₃₀ ₀ ₁₂ ₁ ₈₆ ₂₆ ₂ ₀ ₀ ₃,₆₁₇ ₂,₆₄₀.₁ 
徳島県 ₃₉ ₃₉ ₁,₃₅₅ ₁,₂₈₅ ₀ ₆ ₅ ₁₂₄ ₃₀ ₂ ₁ ₃ ₂,₈₁₁ ₃,₈₁₉.₃ 
香川県 ₄₈ ₄₈ ₁,₂₇₇ ₁,₂₆₂ ₀ ₁₂ ₈ ₁₄₁ ₄₉ ₀ ₀ ₁ ₂,₇₅₀ ₂,₈₅₈.₆ 
愛媛県 ₅₄ ₅₄ ₂,₀₄₀ ₁,₈₂₆ ₀ ₁₆ ₀ ₉₅ ₃₄ ₀ ₁ ₉ ₄,₀₂₁ ₂,₉₇₄.₁ 
高知県 ₃₉ ₃₉ ₇₈₃ ₁,₆₉₀ ₀ ₉ ₀ ₁₈ ₂ ₀ ₀ ₂ ₂,₅₀₄ ₃,₅₄₆.₇ 
福岡県 ₁₉₈ ₁₉₄ ₁₀,₃₈₉ ₃,₉₅₄ ₁ ₃₇ ₁₉ ₆₉₁ ₄₃ ₀ ₁ ₂ ₁₅,₁₃₇ ₂,₉₆₄.₀ 
佐賀県 ₃₆ ₃₆ ₁,₈₀₉ ₇₃₉ ₀ ₇ ₁ ₈ ₇ ₀ ₀ ₀ ₂,₅₇₁ ₃,₁₃₉.₂ 
長崎県 ₆₃ ₆₂ ₂,₇₀₈ ₁,₁₉₁ ₀ ₁₁ ₁₉ ₁₁₇ ₁₁ ₂ ₀ ₁ ₄,₀₆₀ ₃,₀₂₇.₆ 
熊本県 ₉₀ ₈₉ ₄,₉₀₁ ₁,₅₁₁ ₀ ₃₀ ₄ ₁₃₀ ₂₆ ₀ ₀ ₂ ₆,₆₀₄ ₃,₇₅₈.₇ 
大分県 ₇₀ ₆₈ ₂,₉₅₈ ₉₄₁ ₀ ₉ ₄ ₁₀₈ ₃₂ ₄ ₁ ₀ ₄,₀₅₇ ₃,₅₄₆.₃ 
宮崎県 ₆₅ ₆₅ ₂,₉₇₇ ₉₀₁ ₀ ₄ ₀ ₅₆ ₄ ₀ ₀ ₆ ₃,₉₄₈ ₃,₆₅₂.₂ 

鹿児島県 ₉₅ ₉₅ ₄,₀₁₆ ₁,₃₀₅ ₁ ₂₂ ₂ ₁₅₃ ₃₀ ₀ ₀ ₆ ₅,₅₃₅ ₃,₄₂₉.₄ 
沖縄県 ₇₂ ₇₀ ₂,₃₇₄ ₁,₉₄₆ ₀ ₂₀ ₂ ₇₄ ₂₇ ₁ ₂ ₁ ₄,₄₄₇ ₃,₀₇₁.₁ 

合計 ₄,₄₅₈ ₄,₄₀₂ ₂₀₂︐₄₂₂ ₁₂₅,₇₉₃ ₁₄ ₁,₄₄₇ ₇₂₀ ₇,₅₈₂ ₁,₆₂₁ ₁₄₂ ₃₀ ₇₀ ₃₃₉,₈₄₁ ₂,₆₈₇.₇ 
︵₅₉．₆︶ ︵₃₇．₀︶ ︵₀．₀︶ ︵₀．₄︶ ︵₀．₂︶ ︵₂．₂︶ ︵₀．₅︶ ︵₀．₀︶ ︵₀．₀︶ ︵₀．₀︶ ︵₁₀₀．₀︶

 （施設調査による集計）


